
第７０回 長野県四地区対抗柔道大会要項 

 

1 主 催   長野県柔道連盟 
 

2 共  催   (公財)長野県スポーツ協会 
 

3 主 管   南信柔道連盟  
 

4 後 援   長野県・長野県教育委員会・ (公社)長野県柔道整復師会 
 

5 日 時   令和 5年 10 月 1 日（日） 開会式 午前 10時 
 

6 会 場   岡谷市民総合体育館 
 

7 競技種目   男女混合団体の部（第 70 回記念大会特別競技種目設定） 
 

8 チーム編成  (1)男子：監督 1 名、コーチ 1名、選手は中学生 4 名、高校生 4 名、弐段以下 6 名、 

  参段 6名、四段以上 4 名の 24名とし合計 26 名とする。(段位を厳守) 

         (2)女子：監督 1 名、コーチ 1名、選手は中学生 2 名、高校生 2 名、一般女子 2 名 

の 6 名とし合計 8 名とする。 
 

9 出場資格   (1)全日本柔道連盟に登録した者であること。 

         (2)出場地区に居住しているか勤務している者、または通学している者であること。 

          (県外の大学・専門学校に在学している者の出場は認めない。) 

         (3)警察官特錬生は 1 チーム登録 3名以内、出場 2 名以内とし、出身高校及び中学卒業 

          の所属所在地からも出場できる。 

          警察官特錬生以外の警察官及び刑務官に関しては出場制限を設けず、現勤務地・出 

          身高校及び中学卒業の所属所在地からも出場できる。 
 

10 試合方法   (1)男子・女子混合戦とし紅白点取り試合方法による。 

         (2)勝敗は勝率高点法により決定し、同点の場合は 1回の代表戦を行う。 

          代表戦は「引き分け」の対戦から抽選で 1 組を選び GS方式により勝敗を決定する。 

         (3)トーナメント方式により優勝を決定する。 

         (4)対戦は出場登録されている選手のうち、次の 15 名の選手で試合を行う。 

          女子は中学生 1 名、高校生 1 名、一般 1名とする、 

男子は中学生 2 名、高校生 2 名、一般弐段以下 3 名、参段 3 名、四段以上 2 名とす

る、（高校生の一般弐段以下への出場は認めない） 

          (一般男子内で各段位に欠員が生じた場合は 1 つ下位の段位の者を出場させること

ができ、出場順位は各区分とも段位の低い者から出場する。） 

  (5)試合順序は（第 1試合）中学生女子、（第 2試合・第 3 試合）中学生男子 

（第 4試合）高校女子、（第 5試合・第 6試合）高校男子、（第７試合）一般女子 

（第８試合・第 9 試合・第 10試合）一般男子弐段以下、（第 11 試合・第 12試・ 

第 13 試合）一般男子参段、（第 14試合・第 15 試合）一般男子四段以上の順とする。 

 (6)試合毎のオーダー変更を認める。 
 

11 試合規則   大会は「国際柔道連盟試合審判規定」で行う。 

 (1)「国際柔道連盟試合審判規定の団体戦への全柔連導入について」〈平成 30 年 2 月 

          3 日版〉及び大会申し合わせ事項により行う。 

         (2)勝敗の決定方法は「一本」「技あり」「僅差」の 3 種類とし、それに満たない場合は 



          「引き分け」とする。 

         (3)「僅差」とは、双方の選手間に技による評価（技あり）がない、または同等の場合、 

          「指導」差が 2 あった場合に少ない選手を「僅差」による優勢勝ちとし、1差であ 

          れば「引き分け」とする。 

         (4)試合時間は、全対戦ともに 3 分とする。 

         (5)「選手登録者」以外は出場できない。 

         (6)中学生の対戦は「少年大会特別規定」を取り入れて行う。 
 

12 脳震盪対応について 

         (1)大会 1ヵ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を 

           得ること。 

         (2)大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。 

         (3)練習再開に際しては、脳神経外科の診察を受け、許可を得ること。 

         (4)当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出 

           すること。 
 

※新型コロナウィルス感染対策について 

  ・大会参加者は体調管理に努め、大会当日に感染の疑いのある諸症状を有している場合は参加しないこと。 

  ・その他、濃厚接触者となった場合及び、直近二週間以内に感染者との接触や、疑わしい行動がある場合 

は参加しないこと。 
 

13 皮膚真菌症(トンズランス感染症)について 

         発生の有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が疑わし、もしくは感染 

         が判明した選手については、迅速に医療機関において適切な治療を行うこと。もし、 

         選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場ができない場合もある。 
 

14 組合せ    試合当日 午前 9 時 20分より会議室で各地区代表者による抽選を行い決定する。 
 

15 審判・監督会議 

   試合当日 午前 9 時 30 分より会議室で行う。 
 

16．表 彰   (1)優勝、準優勝のチームを表彰する。 

         (2)優勝チームには優勝旗と優勝カップを贈る。 

         (3)10年出場選手は開会式に表彰する。 
 

17．申し込み   所定の用紙に必要事項を記入し、9 月 4 日(月)までにメールで、下記の南信柔道連盟

事務局へ申し込むこと。 
 

〒391-0107 長野県諏訪郡原村室内 11417 

南信柔道連盟事務局  平林 友一 

E-mail：tomoh@po23.lcv.ne.jp 

電話:090-2230-8470 

 

18．そ の 他   (1)試合中負傷等の事故が生じた場合は、主催者が応急処置のみ行い、その他一切の 

          責任を負わない。 

         (2)各連盟、参加団体はスポーツ障害保険に必ず加入すること。 

         (3)10年出場選手表彰の該当者は大会申し込みと同時に提出すること。 


